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9
月
17
日
、
ザ 

ロ
イ
ヤ
ル

パ
ー
ク
ホ
テ
ル 

広
島
リ
バ
ー
サ

イ
ド
に
て
青
年
部
会
9
月
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
委
員
会

で
は
5
月
例
会
中
止
の
悔
し
さ
か

ら
、
今
回
は
ど
う
に
か
開
催
を
と

い
う
小
川
委
員
長
の
熱
意
に
委
員

が
結
集
。
W
e
b
と
対
面
の
併
用

形
式
に
手
探
り
で
挑
戦
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
租
税
教
室
新
シ
ナ
リ

オ
の
内
容
を
映
像
で
整
理
し
、
下

井
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
よ
る
本
気
の

公
開
リ
ハ
を
敢
行
。
来
る
佐
賀
大

会
の
プ
レ
ゼ
ン
の
概
要
を
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
佐
賀
法
人
会
の
牧

瀬
委
員
長
よ
り
県
連
の
P
R
を
頂

き
、プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
『
つ
く
し
』

氏
が
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
粋
な
演

出
で
応
援
。
締
め
は
豪
華
佐
賀
グ

ル
メ
を
懸
け
た
お
楽
し
み
抽
選

会
。
大
会
へ
の
気
運
を
大
い
に
高

め
て
閉
会
し
ま
し
た
。
稚
拙
な
配

信
で
お
聞
き
苦
し
い
中
、
多
数
の

ご
参
加
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
青
年
部
会　

組
織
副
委
員
長

�

常
川
貴
史
）

青
年
部
会 

９
月
例
会

租
税
教
室

租
税
教
室

今
年
度₇

校
目
と
な
る
開
催

★�

公
共
の
場
や
サ
ー
ビ
ス
が
保
て
る
の
は
皆
欠
か
さ
ず
税
を

払
っ
て
い
る
か
ら
で
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
社
会
の
中

で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。大
人
に
な
っ

て
も
役
立
つ
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
忘
れ
ず
に
生
活
し
ま
す
。

★�

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
税
を
使
う
場
が
多
く
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
税
で
一
刻
も
早
く
な
く
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
を
伝
え
た
い
で
す
。

★�

D
V
D
で
税
金
の
な
い
暮
ら
し
を
見
た
り
、
先
生
方
の
話
を

聞
い
て
、
や
は
り
税
金
は
い
る
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出

来
た
。
ま
た
、
ど
れ
に（
何
に
）
税
金
が
か
か
っ
て
い
る
か

の
参
加
型
の
ク
イ
ズ
も
興
味
深
く
、
身
の
回
り
に
あ
る
も
の

と
税
金
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

12
月
1
日
、
安
田
小
学
校
で
2
ク

ラ
ス
に
対
し
租
税
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
税
金
ク
イ
ズ
、
D
V
D
「
マ

リ
ン
と
ヤ
マ
ト
不
思
議
な
日
曜
日
」、

1
億
円
レ
プ
リ
カ
の
い
ず
れ
も
児
童

の
よ
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
盛
り
上

が
っ
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

左
か
ら
　
沖
村
氏
、
小
川︵
裕
︶氏
、
下
井
氏

児
童
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
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11
月
13
日
、
広
島
東
法
人
会
青
年
部
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
な
ら
び
に
表
彰
式
を
、「
東
広
島
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
33
名
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
も
含
め
多
数
の

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
渦
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
日
頃
か
ら
感
染
対
策
を
し
て
頂
き
無
事
に
開

催
が
で
き
た
事
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
天
候
は
良
く
、
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
優
勝
者
は
Ｏ
Ｂ
の
㈲
エ
ノ
モ
ト　

榎
本
暢

之
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

表
彰
式
も
同
会
場
で
行
い
、
景
品
が
全
員
の
手

元
に
届
き
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
続
く
世
の
中
の
状
況
で
す
が
、
一
日

も
早
く
収
束
に
向
か
い

そ
し
て
ま
た
次
回
も
元

気
に
開
催
出
来
ま
す
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
青
年
部
会　

広
報
副
委

員
長　

森
脇
一
隆
）

　

11
月
4
日
、ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
、令
和
3
年
度
青
年
経

営
者
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
お
迎
え
し
た
の
は
、
美

容
と
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
大
滝
さ
や
か
様
で
す
。

「
お
も
し
ろ
い
ほ
ど
体
の
調
子
が
良
く
な
る
4
つ
の

生
活
習
慣
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
と
ヨ
ガ
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
気
が
付
け

ば
参
加
者
全
員
が
椅
子
の
背
も
た
れ
を
使
わ
ず
自

然
に
ま
っ
す
ぐ
座
っ
て
い
た
の
に
は
お
互
い
に
驚
き

ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
の
中
に
も
あ
り
ま
し
た「
人
生
1
0
0

歳
時
代
」に
向
け
て
も
っ
と
体
を
柔
ら
か
く
す
る
こ

と
の
重
要
性
、
体
が
柔
ら
か
け
れ
ば
健
康
で
長
生
き

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
ヨ
ガ
を
実
践

す
る
こ
と
で
身
に
染
み
て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
渦
で
体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て

い
る
中
で
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
青
年
部
会　

研
修
副
委
員
長　

篤　

和
寛
）

　

12
月
14
日
、
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
2

階
会
議
室
に
て
、一
般
社
団
法
人 

地
域

価
値
共
創
セ
ン
タ
ー
理
事
の
日
高　

洋

氏
に
よ
る「
ひ
ろ
し
ま
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
取
り
組
み
を
中
心
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
構
想
か
ら
携
わ
ら
れ

た
先
生
の
お
話
よ
り
、
多
大
な
研
究
と
計
画
を
重
ね
て
設

計
さ
れ
た
、
大
変
奥
深
い
物
語
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　

ま
た
、
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、

市
民
の
愛
す
る
球
団
で
あ
り
続
け
る

た
め
の
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
都
市
開
発
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
、
ひ
ろ
し
ま
都
心
の
目
指
す
将
来

像
も
共
有
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
豪
華
な
景
品
が
用
意
さ

れ
た
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
懇
親
会
が
で
き
ず
残
念
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
年
忘
れ
ら
し
い
行

事
で
今
年
を
締
め
く
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
は
多
く
の
懇
親

の
場
が
法
人
会
で
設
営
で
き
る
１

年
と
な
る
よ
う
祈
り
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
青
年
部
会　

厚
生
委
員

�

森
田
晋
介
）

青
年
部
会

青
年
経
営
者
勉
強
会

12
月
例
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
交
流
会

月
例
会

大
滝
さ
や
か
氏

日
高　

洋
氏



牛田小学校（会長賞）牛田小学校（広島東税務署長賞）

早稲田小学校（青年部会長賞）袋町小学校（女性部会長賞）
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税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

◀

 
入
賞
作
品
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作

2021年度 絵はがきコンクール 入賞者一覧
区　分 小学校名 氏　名

広島東税務署長賞 牛田 舘　　美優
広島東法人会�会長賞 牛田 鳴川　翔太
広島東法人会�女性部会長賞 袋町 福岡　姫奈
広島東法人会�青年部会長賞 早稲田 松原　　潤

優秀賞 牛田 山口　萌衣
〃 牛田 寺尾　陽花
〃 東浄 渡辺　桃奈
〃 尾長 藤原　樹莉
〃 中山 半澤　花鈴
〃 中山 富樫　知美

入　選 白島 寺岡　幸美
〃 白島 野﨑　伊織
〃 白島 天畠　希美
〃 幟町 津波デニーサ
〃 幟町 小田　礼恩
〃 竹屋 田村　　暖
〃 千田 草薙　祐里
〃 千田 井上亮太朗
〃 戸坂 内田　健太
〃 戸坂城山 下出　十愛
〃 早稲田 甲斐　　瑞
〃 牛田新町 藤﨑　大輝
〃 安田 佐々木珠緒
〃 基町 谷塚　雨馨
〃 矢賀 花田　未来
〃 大州 今谷菜々子

　

第
15
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
新
潟
大
会
が
11
月
16
日
、「
新
し
い
形
、

新
潟
か
ら
〝
新
時
代
、
令
和
に
羽
ば
た
く

女
性
の
力
〟」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
で
1
、
2
0
0
名
の

参
加
者
全
員
指
定
席
に
着
席
で
万
全
の

感
染
症
対
策
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
前
の
情
報
交
換
会
で
は
、
女

性
部
会
の
新
し
い
テ
ー
マ
、
フ
ー
ド
ロ
ス

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
東
京
駅
銀
の
鈴
の
作
者
で

鋳
金
作
家
、
宮
田
亮
平
氏
に
よ
る
講
演

「
と
き
め
き
の
と
き
」
を
拝
聴
し
、
新
潟

県
連
の
会
員
活
動
な
ど
の
報
告
。

　

懇
親
会
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
聖

籠
太
鼓
を
聞
き
な
が
ら
米
処
・
酒
処
新
潟

の
味
覚
を
賞
味
し
、
次
回
開
催
地
、
静
岡

県
連
に
よ
る
Ｐ
R
で
次
回
大
会
を
楽
し

み
に
盛
会
裏
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

�

（
女
性
部
会
長　

石
井
智
子
）

　

小
学
校
全
19
校
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
」
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
17
校
の
6
年
生
児
童（
1
、1
2
2
名
）か
ら
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
美
術
講
師
に
よ
る
審
査
結
果
、
優
秀
賞

10
点
、
入
選
16
点
を
選
定
し
、
さ
ら
に
優
秀
賞
の
中
か
ら
、

広
島
東
税
務
署
長
賞
、
広
島
東
法
人
会
長
賞
、
女
性
部
会
長

賞
、
青
年
部
会
長
賞
を
選
考
し
ま
し
た
。

　

12
月
2
日 

牛
田
小
学
校
に
豊
川
広
島
東
税
務
署
長
と
野

坂
会
長
、
12
月
6
日 

袋
町
小
学
校
に
石
井
女
性
部
会
長
、

12
月
8
日 

早
稲
田
小
学
校
に
中
村
青
年
部
会
長
が
訪
問
し
、

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
入
賞
作
品
は
、
11
月
8
日

か
ら
11
月
26
日
ま
で
の
間
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
学
校
数
・
応
募
数
と
も
に
昨
年
を
上
回
る
作
品

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
関

係
者
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■ 

入
賞
作
品
を
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
に
展
示　
　
　
　
　
　
　
　

 

■

︽
第
15
回
法
人
会
全
国

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム 

新
潟
大
会
︾

応
募
総
数
1
、
1
2
2
名
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「
千
代
む
す
び
」の
銘
柄
は〝
永
久

に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
人
と
人
の
固

い
結
び
、
絆
〟
を
意
味
す
る
と
会
社

H
P
に
あ
る
。
ラ
ベ
ル
の「
強
力（
ご

う
り
き
）」と
は
何
だ
ろ
う
？　

山

伏
、
修
験
者
を
案
内
す
る
力
持
ち
の

従
者
の
こ
と
か
と
思
い
き
や
、
鳥
取

県
の
み
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
酒
米
の

名
称
で
、「
強
力
」
を
原
料
に
使
用
し
て
い

る
こ
と
の
表
示
だ
。〝
し
っ
か
り
と
低
温
熟

成
さ
せ
使
用
米
（
強
力
）
の
特
性
を
引
き
出

し
て
い
ま
す
。
奥
深
い
旨
味
と
特
長
的
な
酸

味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
〟
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

酒
蔵
は
境
港
の
鬼
太
郎
ロ
ー
ド
沿
い
に
あ

り
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
に
も
近
い
。
蔵
の

中
で
は
酒
造
り
の
工
程
を
分
か
り
や
す
く
絵

で
紹
介
し
て
い
る
が
、
案
内
役
は
鬼
太
郎
を

取
り
巻
く
妖
怪
た
ち
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
純
米 

千
代
む
す
び 

強
力
60
」

を
一
口
い
た
だ
く
。
玄
米
を
60
％
ま
で
磨
い

た
純
米
酒
で
、
独
特
な
味
わ
い
と
後
口
が
淡

麗
な
酒
と
は
一
線
を
画
す
る
。
常
温
で
も
強

力
と
呼
ば
れ
る
だ
け
の
力
強
さ
は
あ
る
が
、

鳥
取
県
酒
造
組
合
が
推
奨
す
る〝
酒
は
純
米
、

燗
な
ら
な
お
良
し
〟

に
沿
っ
て
燗
に
し
て

み
る
。
コ
ク
の
あ
る

味
わ
い
な
が
ら
酸
が

ほ
ど
よ
く
切
れ
も
よ

い
。
更
に
熱
燗
に
し

て
〝
な
お
良
し
〟
と

い
っ
た
飲
み
方
も
勧

め
ら
れ
る
。
日
本
海

の
白
い
か
や
鳥
取
の

ブ
ラ
ン
ド
鶏
で
一
献
す
る
と
口
福
感
間
違
い

な
し
。

【
旅
情
報
】

　

天
気
の
良
い
日
の
大
山
山
腹
か
ら
の
境
港

方
面
（
弓
ヶ
浜
）
の
眺
め
は
見
応
え
が
あ
る
。

大
山
を
杭
に
し
て
引
い
た
綱
が
今
は
弓
ヶ
浜

と
し
て
残
る
「
国
引
き
の
神
話
」
が
眼
下
に

展
開
す
る
。
一
方
、
西
側
か
ら
望
む
大
山
は

南
壁
、
北
壁
の
険
し
い
表
情
と
は
対
照
的
に

別
名
「
伯
耆
富
士
」
と
呼
ば
れ
る
美
し
い
姿

だ
。

　

境
港
か
ら
北
に
向
か
い
境
水
道
大
橋
を
渡

れ
ば（
会
報
1
6
9
号
で
紹
介
し
た
）美
保
関

で
あ
る
。
境
港
か
ら
西
に
向
か
い
江
島
大
橋

（
ベ
タ
踏
み
坂
C
M
で
有
名
）を
渡
り
大
根
島

に
入
っ
て
み
る
。中
海
に
浮
か
ぶ
大
根
島
は
、

そ
の
形
成
に
当
た
り
火
山
溶
岩
が
ゆ
る
ゆ
る

の
状
態
で
横
に
延
び
た
た
め
目
立
っ
た
山
が

出
来
ず
に
平
ら
な
島
と
な
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
島
内
に
は
様
々
な
牡
丹
施
設
が
あ
り
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
「
大
根
島

ぼ
た
ん
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
牡
丹
の
花
が
池
を
埋
め
尽
く
す
〝
池

泉
牡
丹
〟
は
圧
巻
で
あ
る
。

「千代むすび」

『中国地方の酒蔵巡り』

大山（伯耆富士）、由志園の池泉牡丹
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12
月
13
日
、
2
0
2
1
年
度　

第
二
回
女
性

部
会
定
例
会
が
、二
葉
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
正
月
の
し
め
飾
り
の
作
り
方
」
と
題
し
ま

し
て
、
女
性
部
会
副
部
会
長
の
株
式
会
社
小
畑

百
花
園
の
取
締
役　

小
畑
由
紀
美
様
よ
り
ご
指

導
を
賜
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
お
正
月
を
迎
え

る
た
め
の
準
備
を
始
め
る
日
だ
そ
う
で
す
。
し

め
縄
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
、
水
引
き
、
ま
つ
か
さ
、

リ
ボ
ン
な
ど
で
組
み
立
て
て
い
き
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
、
洋
風
の
世
界
に
一
つ
し
か

な
い
し
め
飾
り
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
感
染
対
策
を
と
り
な
が
ら
お
い
し

い
食
事
を
い
た
だ
き
、静
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
女
性
部
会
広
報
委
員　

林
ゆ
か
り
）

女
性
部
会
　
第
二
回
定
例
会

小畑由紀美氏



■ 広島市中区薬研堀7-8 ステイタス21ビル6階7階
■ 21：00～6：00
　　（バーベキューなど
　　　　予約は18：00～）
■ 日曜日
■ 082-248-7167

所

休
☎

営

現在17年目に突入、テラスバーベキューの出来るフード
バーと貸切専門スペースを運営しており時間帯も早朝
まで営業、様々な活用ができる店舗となっております。

焼肉から刺身まであり
家族全員が満足できる
居酒屋。
コロナ禍でランチ営業
も始め地域のお客様に
ご好評頂いております。

自由に活用！ 幹事の強い味方

フード＆バー
LOCKSTOCK

名物メニュー

多彩なメニューでみんな笑顔に！

焼肉居酒屋

■ 広島市東区若草町7‐9
■ 11：00～14：00
　　18：00～22：00（火曜日～土曜日）
　 17：00～22：00（日曜・祝日）
■ 月曜日
■ 082-263-1143

名物メニュー

所
営

麦笑家（ばくしょうや）

☎

 会員企業のお店紹介第14回

炭火焼肉ランチAセット………………1,320円（税込）
炭火焼肉ランチCセット ………………715円（税込）
お刺身定食 ……………………………770円（税込）

BBQコース飲み放題付………………………5,500円
貸切スペース洋食コース飲み放題付………5,500円

（会議室利用1時間無料）

休

「幹事様のお困り
ごとの解決」を
テーマに最後まで
「幹事様の味方」
ですのでお気軽に
御相談ください。

平和大通り

中
央
通
り

胡町
銀山町

新天地公園
新天地公園

●LOCKSTOCK●LOCKSTOCK

セブンイレブン
薬研堀通り店

ドン・キホーテ
広島八丁堀店

ファミリーマート
流川通り店

ファミリーマート
広島中央通り店

ファミリーマート
広島流川店

ファミリーマート
銀山町店

かに道楽

広島三越

福屋
八丁堀本店

ローソン広島堀川町店

ヤマダデンキ
LABI 広島

広島 PARCO

セブンイレブン
流川通り店

セブンイレブン
広島堀川店

セブンイレブン
薬研堀通り店

ドン・キホーテ
広島八丁堀店

ファミリーマート
流川通り店

ファミリーマート
広島中央通り店

ファミリーマート
広島流川店

ファミリーマート
銀山町店

かに道楽

広島三越

福屋
八丁堀本店

ローソン広島堀川町店

ヤマダデンキ
LABI 広島

広島 PARCO

セブンイレブン
流川通り店

セブンイレブン
広島堀川店

中
新
地
通
り

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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11
月
29
日
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
設
法
人

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
法

人
税
・
消
費
税
・
源
泉
所
得
税

及
び
印
紙
税
に
つ
い
て
、
広
島

東
税
務
署
の
3
名
の
講
師
が
事

例
を
盛
り
込
み
な
が
ら
説
明
さ

れ
、
充
実
し
た
2
時
間
の
説
明

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
：
作
野
浩
三
氏
（
法
人

税
・
消
費
税
）、
佐
々
木
媛
子
氏

（
源
泉
所
得
税
）、
小
金
丸
勝
司

氏
（
印
紙
税
）

　

法
人
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

香
川
副
会
長
が
説
明
さ
れ
、
法

人
会
を
紹
介
し
た
資
料
を
配
付

す
る
と
と
も
に
入
会
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
出
席
者
29
名
。

　

10
月
27
日
、
11
月
30
日
及
び
12
月
15

日
の
3
回
に
わ
た
り
消
費
税
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
説
明
会
を
事
務
局
か
ら
の
We
b

配
信
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
広

島
東
税
務
署
の
作
野
浩
三
審
理
専
門
官

を
招
き
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
と

2
0
2
1
年
10
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登

録
申
請
」
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
計
1
2
1
名
。

新
設
法
人
説
明
会

作野浩三氏

佐々木媛子氏

小金丸勝司氏

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会




